
 

 

令和５年６月３０日 

 

 

報道機関 各位 

 

 ふくい Arts Center and Residenceプロジェクト実行委員会 

  

 

 

ZEN AIR －Artist In Residence EIHEIJI 

（R５年度アーティスト滞在プログラム）についての取材方のお願い 

 

 

時下、貴台におかれましては益々ご清祥のことと、お慶び申し上げます。 

ふくい Arts Center and Residenceプロジェクト実行委員会では、本年度より「ZEN AIR」と題して、

別紙のとおり、永平寺町内でアーティストインレジデンスを実施いたします。 

つきましては、当活動を広く周知したく、取材いただきますようご案内申し上げます。 

 

 

※アーティストインレジデンス：国内外の芸術家を一定期間招へいして滞在中の活動を支援。 

芸術家という創造的な資源を活用し、地域活性化を図る活動。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】  

ふくい Arts Center and Residence 

プロジェクト実行委員会 

担当：後藤（福井県交流文化部文化・スポーツ局文化課） 

TEL：0776-20-0582   FAX：0776-20-0661 

  E-mail：info@zen-air.org 

ふくい Arts Center and Residenceプロジェクト実行委員会 

PRESS RELEASE 



ZEN AIR - Artist In Residence EIHEIJI について 

 

 

１ プロジェクト名  ZEN AIR - Artist In Residence EIHEIJI 

 

２ 主催  ふくい Arts Center and Residence プロジェクト実行委員会 

（福井商工会議所、永平寺町商工会、（一社）永平寺町観光物産協会、（株）ミツヤ、 

（株）クラフトパートナーズ、（公社）福井県観光連盟、永平寺町、福井県） 

 

３ 目的 

福井県永平寺町は、曹洞宗大本山永平寺を有する「禅の里」として知られています。本プロ

ジェクトでは、アーティスト等に、禅文化に触れながら、禅や地域についてリサーチをし、

地元住民と交流しながら制作・研究をする機会を提供します。アーティスト等には、それら

の活動を通じて制作した作品や研究成果を発信してもらいます。本事業はアーティスト等の

サポートをおこなうと同時に、町に息づく禅の精神・文化がアーティスト等の目線で引き出

されることにより、地域への愛着、芸術文化への関心を高めるとともに、人と人、人と文化

など様々な「つながり」を生むことを目的とします。  

 

４ プログラムの概要 

福井県永平寺町に、２組のアーティスト等が滞在し、制作、リサーチ等を行います。 

滞在期間中、アーティスト等は、活動の成果をプレゼンテーションや展示などの形で発表し

ます。 

 

○2 タイプのプログラム があります。 

・滞在プログラムは、「制作コース」と「リサーチコース」の２コース  

・滞在するアーティスト等はいずれかを選択  

  

○応募資格 

・現在活動している２０才以上のアーティスト、キュレーター、芸術系研究者等（ジャン

ル不問） 

・国籍不問 

・日本語または英語での意思疎通ができること 

 

○滞在するアーティスト等は、公募により 2 組を選出します。 

・アーティスト等公募期間 

2023 年 6 月 30 日（金）～2023 年 8 月 15 日（火）日本時間 23 時 59 分 必着 

 

○アーティスト等滞在期間 

2023 年 9 月 1 日（金）～2023 年 12 月 20 日（水）までの次の日数 

①制 作 コ ー ス：最短 60 日間～最長 90 日間 

②リサーチコース：最短 20 日間～最長 90 日間 

 

※その他、詳細は、「別紙２ 募集要項」をご覧ください。 

 

５ ホームページの公開 

2023 年７月 3 日（月）正午より、ホームページを公開します。 

URL：https://zen-air.org 
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６ ディレクター紹介 

 

□ ZEN AIR ディレクター（プログラム監修） 

窪田 研二（インディペンデント・キュレーター） 

 

上野の森美術館、水戸芸術館現代美術センター学芸員を

経て 2006 年より現職。多様な社会システムにおいてア

ートが機能しうる可能性をアーティストや大学、企業な

どと協働し、様々な文化的フォーマットを用いて試みて

いる。 

「六本木クロッシング 2010」(森美術館、2010)､ 

「Asian Art Biennale」（国立台湾美術館、2017-2018）、

「Reborn-Art Festival 2021-22」（宮城県石巻市、

2021-2022）他、国内外の展覧会キュレーションを多数

手がける。 

現在、SNOW Contemporary ディレクター、川村文化芸術

振興財団理事 

 

 

～ディレクターより～ 

ZEN AIR は曹洞宗総本山永平寺の位置する禅の里、福井県永平寺町にアーティスト、研究

者、キュレーターを招聘し、禅とアートについての思考を深め、創造性を探究する機会を提供

する新たなアーティスト・イン・レジデンスのプログラムです。 

禅の思想や実践は、ナム・ジュン・パイクやジョン・ケージをはじめ、これまでも世界中の

アーティストに影響を与え、想像力を刺激してきました。ZEN AIR は禅の精神や思想に学び

ながら、この時代における人の生き方や世界のあり方を見つめ直す良い機会となるはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７ ロゴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ ZEN AIR ウェブサイト・ロゴ アートディレクション 

尾崎拓磨（デザイナー、アーティスト） 

 

インテリアプロダクトメーカーのデザイナーとして、主

にパターン・テキスタイル・グラフィックデザインなど

を手掛ける。 

現代美術のフィールドにおいては、幾何学的思考に

基づいた普遍的な造形美を追求し国内外の展覧会で

作品を発表。 

2022 年度グッドデザイン賞(MEGUReWALL / 株式

会社サンゲツ)、2021 年 IAG 奨励賞 (IAG AWARDS 

2021Exhibition / 東京芸術劇場）など、 

デザインからアートまで横断的な領域で活動を行な

っている。 

 

 

コンセプト 

Point.1 禅の思想を想起させるミニマルなデザイン 
 
Point.2 「ZEN AIR」の文字をグリッドに、作為性を

極力排したジェネレーティブな構成 
 
Point.3 「交差する道」を図案化したラインパターン

により、地域のリサーチや地元住民との交流

など、本プログラムの特徴を想起 


